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ストレングス (strengths) あるいは､ ストレ
ングスの視点 (strengths perspective) という
用語が登場してきたのは､ 1980年代後半のアメ
リカである｡ これまでは､ 疾病や機能低下など
の問題に焦点を当てた関わりが主流であった｡
しかし､ 単に問題を解決していくという思考で
はなく､ その人の生活全体を支援し､ 成長・発
達させていく必要性から､ ストレングスの考え
方が生まれてきた｡
ストレングスは､ 主に社会福祉領域で活用さ

れており､ Cowger１)は､ ｢エンパワーメントの燃

料であり､ エネルギー源である｣ と述べている｡
Miley２)は､ ｢ストレングスは､ 生来もっている
能力や獲得した才能､ 発達させてきたスキルな
ど､ 私たちが得意であると思うもの｣ と定義し
ている｡ また､ Saleebey３)によると､ ｢ストレン
グスとは､ 能力や資源､ 強みなどのことで､ 苦
難に取り組み､ 対処し､ 戦うことで､ 自分や他
者､ 世界について学ぶことである｣ と定義され
ている｡ このように､ ストレングスは理念とし
ては強調されている４)が､ その定義は統一され
ないままに活用されている｡ 看護領域では､
Lundmanら５)は､ 内面的な強さ (inner strength)
として､ 堅固さ､ 創造力､ 結合､ 柔軟性の４つ
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A Concept Analysis of Strengths
－Practical use of concept to the cancer survivors

岩 本 真 紀 (Maki Iwamoto)＊ 藤 田 佐 和 (Sawa Fujita)＊＊
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本研究の目的は､ ストレングスの概念を明確にし､ がんサバイバーへの看護実践や研究に有用な概念であるかを検討
することである｡ 22件の文献を対象とし､ Walker＆Avantの概念分析の手法を参考に分析した｡ ストレングスの属性とし
て､ 【方向性】【エネルギー】【結びつき】【強み】【拡張】の５つの属性が抽出された｡ 先行要件には､ 【力の存在
を信じること】【自分を知ること】が､ 帰結には､ 【エンパワーメント】【QOLの向上】【well-being】が抽出された｡
ストレングスは､ 個人の中に無限に存在し､ 個人の価値観を反映し､ 個人が前へと進もうとする動的な性質を有する概
念であると考えられ､ 様々な苦難を抱えるがんサバイバーに対して､ 有用な概念であることが示唆された｡
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The purpose of this study was to identify the concept of strengths and investigate whether this is useful in
nursing practices and research for cancer survivors. In this study, 22 articles were included and analyzed
employing the technique for concept analysis by Walker and Avant. Five strength attributes were extracted;
directionality, energy, connection, asset, and expansion. Two prerequisites:“believing the presence of power”
and“knowing my own”and three consequences:“empowerment",“improvement in QOL", and“well-being", were
extracted. The concept of strengths was considered to exist infinitely to an individual's inside, reflect
individual values, and have a dynamic property in which an individual tries to advance, and was suggested to
be useful for cancer survivors suffering various difficulties.
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の構成要素を明らかにしており､ 患者の内面的
な強さに注目し､ 支援することの必要性を示唆
している｡ 現代医療は､ 専門職への依存ではな
く自分で自分をコントロールする方向へと向かっ
ており６)､ 患者のストレングスに注目すること
は､ 治療中心から患者のエンパワーメントを目
的とした実践に転換させることができる７)｡
がんサバイバーは､ がんの症状だけではなく､

集学的治療を受けることで副作用や後遺症をも
自らの力でマネージメントしていかなければな
らず８)～10)､ 様々な試行錯誤を繰り返し､ 自分流
の方法を編み出しながら､ がんと共に生きる新
たな生き方を見出している｡ また､ がんと共に
生きる上で､ 身体的､ 精神的､ 社会的､ 実存的
な苦痛を抱えているが､ それらを乗り越え､ 自
分らしく､ たくましく､ 豊かに自分の人生を送
ることが望まれる｡ その過程で､ 看護師が､ ス
トレングスの概念を活用することにより､ がん
サバイバー自身のもつ力を引き出し､ 支え､ 強
化することができると考える｡ そこで本研究で
は､ ストレングスの概念を明確にし､ がんサバ
イバーへの看護実践や研究に有用な概念である
かを検討することを目的とし､ 概念分析を行う｡
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１. データ収集方法
ストレングスの構成概念を導くために､ 国内

の文献については､ ｢医学中央雑誌 (1983年～
2011年)｣ ｢CiNii｣ を用いて､ ｢強靭さ｣ ｢スト
レングス｣ をキーワードに検索し､ 127件が抽
出された｡ 海外の文献については､ ｢MEDLINE
(1966年～2012年)｣ を用いて､ ｢strengths｣ と
｢empowerment｣ ｢hope｣ ｢recovery｣ ｢nursing｣
｢concept analysis｣､ 及び ｢inner strength｣
で検索し､ 165件が抽出された｡ ストレングス
を活用した事例報告が多かったため､ ストレン
グスの定義や構成概念について記述されている
15文献を分析対象とした｡ また､ 引用文献に使
われていた書籍のうち､ ストレングスの定義や
構成概念について記述されている７件を含め､
22件を分析対象とした｡

２. 分析方法
Walker＆Avantの概念分析の手法を参考にした｡

Walker＆Avant11)は､ 概念の構造と機能を調べる
ことが概念分析の目的であると述べ､ ①概念を
選択する､ ②分析目的を決定する､ ③概念の用
法を明らかにする､ ④概念を定義づける属性を
明らかにする､ ⑤モデル例を明らかにする､ ⑥
補足例を明らかにする､ ⑦先行要件と結果を明
らかにする､ ⑧経験的支持対象を明らかにする､
という分析手順である｡ 本研究では､ ストレン
グスの概念を選択し､ がんサバイバーへの看護
実践や研究に有用であるか検討することを分析
目的とした｡ 分析対象の各文献について､ スト
レングスの定義や構成要素などのストレングス
に関する記述を抽出した｡ 抽出した内容につい
て類似性､ 相違性を検討しながらサブカテゴリー
を生成した｡ さらに抽象化してカテゴリーを生
成し､ ストレングスの概念を定義づける属性と
した｡ 次に､ ストレングスの属性を検証するた
めに､ 関連概念との類似点と相違点を検討し､
ストレングスの概念を定義した｡ ストレングス
の先行要件と帰結については､ 各文献から内容
を抽出し､ 属性との関係を検討しながら､ カテ
ゴリーを生成した｡ 本研究では､ モデル例､ 経
験的支持対象を明らかにする手順は省略した｡
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ストレングスの属性と先行要件､ 帰結を述べ､
その後にストレングスと関連概念の類似点及び
相違点を検討し､ 最後にストレングスの定義を
述べる｡

１. 属 性
ストレングスの属性として､ 【方向性】【エ

ネルギー】【結びつき】【強み】【拡張】の５
つの属性が抽出された｡ その裏付けとなる文献
は､ 表１に示したとおりである｡ カテゴリー名
は【 】で表し､ サブカテゴリーは＜ ＞で表
している｡
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【方向性】とは､ 進むべき方向をもっている
状態を表す｡ 進むべき方向は､ 自分自身で選択
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し､ 決定する｡ 人は自分の願望や目標､ 好みを
認識し､ 自分にとって意味や価値のある方向を
選択し､ 決定している｡ 【方向性】は､ ＜願望＞
＜目標＞＜好み＞から構成されている｡ ＜願望＞
は９文献でみられ､ 人が何を望んでいるか､ 欲
しいものは何か､ 生活をどのようにしたいと望
んでいるかなどの個人の望みや夢､ ニーズを表
している｡ 人は､ 自分の願望を叶えようとする
方向へと進もうとする｡ ＜目標＞は７文献でみ
られ､ 人が達成したいと考えるゴールを表して
いる｡ 自分が設定した目標は､ その達成の方向
に向かって個人を動かす｡ 人間は目的をもって
生きる有機体であり､ 目標はものごとを達成す
るために必要なものである｡ 未来を標的とした
行動を促し､ 達成される課題の困難性に見合っ
た努力を導く｡ この目標は､ 自分自身で決定す
るものであり､ 他人が失敗しないようにと考え
て､ 目標達成の可能性から限界を決めてはなら
ない｡ ＜好み＞は６文献でみられ､ 個人の趣味
や娯楽など､ 生活していく中での楽しみのこと
である｡ 楽しみは､ その方向に向かう意欲や動
機を高めることにつながる｡ 夢や目標などがす
ぐに見つからなくても､ 楽しみは容易に見出す
ことができ､ 現在だけではなく過去のものも含
まれる｡
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【エネルギー】とは､ 人を意味ある方向へと
動かすパワーの源のことを表す｡ 人は自分を信

じ､ あきらめない勇気をもち､ 明るい見通しが
たつことによって､ 前に進んでいる｡ 【エネル
ギー】は､ ＜勇気＞＜見通し＞＜自信＞から構
成されている｡ ＜勇気＞は７文献でみられ､ 意
味ある人生を見つけるために努力し続けること
である｡ ストレスフルな状況にあっても､ その
状況に対処し､ あきらめないことである｡ ＜見
通し＞は２文献でみられ､ 自分の未来を予測で
きることである｡ 苦悩の中にあっても､ 見通し
がもてることにより､ 前へ進むことができる｡
人は様々な経験から､ 自分や世界の見通しを立
てている｡ ＜自信＞は11文献でみられ､ 自分自
身や自分の可能性を信じることである｡ 障害を
乗り越えたり､ 不幸や苦難を乗り越えた人々が
もっている｡ 自信は､ 人を動かし､ 変化を恐れ
ない｡ 自信がないために､ やりたいことができ
ないということはよくあることである｡ 新しい
ことに挑戦する時は､ しばしばリスクを伴うも
のであり､ 自信がもてないことにより､ チャン
スをつかもうとする気持ちを思い留めることも
ある｡
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【結びつき】とは､ 周囲と関わり合い､ つな
がりがある状態を表す｡ 人は､ 他の人々や社会
との親交を経験し､ 調和や平穏の感覚を得て､
社会についての意識を高めている｡ 【結びつき】
は､ ＜相互性＞＜親密性＞＜信頼＞から構成さ
れている｡ ＜相互性＞は13文献でみられ､ 双方

高知女子大学看護学会誌第38巻第２号 (2013)
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の関係が一方的なものではなく､ 互いに学び合
い､ ともに楽しんで過ごすことを表している｡
相互に尊敬しあい､ 自分のことに責任を持った
り､ 他人に対する責任を負ったりすることでも
ある｡ この関係は､ 与えられることだけではな
く､ 社会に対して貢献することも含んでいる｡
＜親密性＞は11文献でみられ､ その関係は､ 温
かさ､ 受容､ 気遣い､ 尊敬､ そして楽しさとい
う特徴を持ち､ 双方を高めるものである｡ 家族
や友人から遠ざけられると､ 孤独や孤立を感じ
ることになる｡ 親しい人との交流により､ 励ま
しが得られたり､ 支えられたりする｡ また､ 安
定性や快適さを感じる｡ ＜信頼＞は11文献でみ
られ､ 誠実を意味する｡ うそや真実の隠蔽はな
い｡ また､ 約束が守られることでもある｡ 不信
には､ 傷つくことを想像させるような恐怖や､
搾取､ 拒絶､ 批判､ 懲罰､ 他人による支配が根
底にある｡ また､ 個人の語りを正確ではないと
客観的な事実から判断されるのではなく､ 現実
は多様で､ その個人にとっての事実であるとみ
なされる｡
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【強み】とは､ 個人の優れているところや得
意であるものを表す｡ 人が､ 本来もっている気
質や能力､ 獲得した知識や知恵､ 活用できる資
源などが含まれ､ 無限に存在するものである｡
【強み】は､ ＜能力＞＜気質＞＜知識や知恵＞
＜資源＞から構成される｡ ＜能力＞は17文献で
みられ､ 物事を成し遂げる力のことである｡ す
べての人は広範囲にわたる能力や才能を備えて
いる｡ この能力は潜在的なものも含んでいる｡
人は利用されていない未知の能力を多く持ち､
生涯のすべての間あるいはほとんどにおいて､
この能力を完全に明らかにすることは難しい｡
能力は家族､ 知人､ 専門家､ また自分自身でさ
えも､ 正当に認識されているとはいえない｡ こ
の能力は､ 獲得し､ 発達させることもでき､ い
ろいろな困難を乗り越え､ 生き抜いてきた体験
により身につけることもある｡ 成功体験からだ
けではなく､ 失敗から得られることもある｡
＜気質＞は６文献でみられ､ 人が本来持ってい
る気性､ 性質のことである｡ 人の気質は､ いか
に自分が自分自身を認識していようが､ あるい

は他人が自分をいかに認識していようが､ 自分
が誰かを明らかにするという特徴がある｡ 人の
気質について考えることは容易なことであるが､
気質が役に立つためには､ 自分が心の中で望ん
でいることを他人から認められることである｡
つまり､ その人にとって､ 自分自身が誰かとい
う感覚を取り戻すことである｡ ＜知識や知恵＞
は12文献でみられ､ 物事を正しく認識し､ 判断
していく力のことである｡ これまでの経験の中
で培ってきた知識や知恵は個人のもつ力として
役立つものである｡ そのため､ 高齢者などは､
身体機能は衰弱しやすい反面､ 人生経験が豊か
であり､ 知識や知恵が蓄えられているなどの成
熟現象がみられ､ 強みが豊富といえる｡ ＜資源＞
は11文献でみられ､ 人がよりよい生活をし､ 成
長し､ 成熟するために役立ち､ 手助けとなるも
のである｡ 人は自分の必要とする資源に対する
権利を有している｡ この資源には､ 家族や近隣
に限らず､ 地域の団体､ ネットワーク､ 公共機
関やボランティアなども含まれている｡ フォー
マルなサービス提供機関も重要であるが､ 自然
発生的な支援は多岐にわたり､ 多数存在してお
り､ より重要度が高い｡ コミュニティの中には､
学習や交流の機会も多く存在している｡
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【拡張】とは､ 未来へ向けての成長や可能性
を表す｡ 変化しながら発展していくという動的
な性質を有している｡ 人は､ 様々な苦難にあっ
ても､ 変化を恐れず､ 新たな意味づけをし､ 学
び､ 成長している｡ 【拡張】は､ ＜意味の生成＞
＜創造性＞＜発展性＞から構成されている｡
＜意味の生成＞は６文献でみられ､ 自分自身が
どういう見方をするか､ どういう意味を与える
かということを表している｡ 意味の生成は､ 個
人が自らの世界を意味づける基盤となり､ 主観
的なもので､ 第三者的に ｢～である｣ とみなす
ことはできない｡ 人は､ 意味を転換することで､
変化を生み出し､ 未来への可能性を拡げること
ができる｡ ＜創造性＞は７文献でみられ､ 変化
を恐れず､ 新しく創り出そうと奮闘することを
表している｡ 創造性は､ 変化を避けるというよ
りも､ 変化は成長のための可能性を提供すると
いう信念と結び付いており､ 様々な苦難に対し
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ても､ 克服できる経験や挑戦として受け入れる
心の広さのことを表している｡ ＜発展性＞は12
文献でみられ､ 学び､ 成長し､ 変化し続けるこ
とであり､ 固定的ではなく動的な性質を有する｡
侮蔑､ 障害､ 病気､ 混乱､ 圧迫､ そして自分の
失敗にでさえ､ 取り組み､ 対処し､ 闘うことで､
人は自分や他人や世界について学んでいる｡

２. 先行要件
ストレングスの先行要件を記述した文献は少

なく､ 佐久川ら12)は､ ストレングスには先行要
件がないと記述していた｡ 先行要件は､ ６つの
文献から【力の存在を信じること】５)13)～17)､ １
つの文献から【自分を知ること】18)の２つが抽
出された｡
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【力の存在を信じること】は､ すべての人が
多くの潜在的な力をもっており､ どんなに無力
のように見えたとしても､ 誰にでも開発される
ための力があるということを表す｡ どんなに困
難な状況にあったとしても､ 悲嘆に打ちひしが
れ希望が見えない状況にあったとしても､ 本来
持っている力は失われてはいない｡ しかし､ 人
間のもつ力を否定し､ 力があると認識できなけ
れば､ あるいは力があることを信じることがで
きなければ､ ストレングスを活用することはで
きない｡

�����	����

【自分を知ること】は､ 自分が何に価値をお
いているかを知覚することができ､ 自分のこと
を認識していることを表す｡ ストレングスは､
主観的なものであり､ 個人の価値に基づくもの
である｡ 自分がどうなりたいのか､ どのような
力や資源を持っているのか等､ 自分自身を知ら
なければ､ ストレングスを活用することはでき
ない｡

３. 帰 結
ストレングスの帰結には､ ５つの文献から､

【エンパワーメント】１)７)16)18)19)､ ４つの文献か
ら【 QOLの向上】７)16)19)20) ､ ４つの文献から
【well-being】16)21)22)23)の３つが抽出された｡

������������

エンパワーメントとは､ 社会的に力が弱い人
の立場に立って個々の潜在能力を引き出すこと
であるが､ その引き出す対象がストレングスで
ある｡ ストレングスは､ エンパワーメントを実
現する上での条件であり､ 土台とみなされる｡
ストレングスは､ 問題解決という思考ではなく､
その人の生活全体を支援し､ 成長させていく必
要性から生まれた概念であり､ 個人の価値を尊
重しようとするものである｡ エンパワーメント
を促進するためには､ ストレングスの視点が必
要であり､ エンパワーメントの土台となるもの
である｡

����������

ストレングスは､ 人間の生活の場に影響を及
ぼし､ 生活の質を向上させる｡ 個人のもつ強み
を活かし､ 意味ある方向へと向かうことにより､
個人のQOLは向上する｡ Rappら24)の研究において､
ストレングスを活用したケースマネジメントを
受けたクライエントが生活領域における目標を
他の誰よりも達成していたと報告している｡

 ��!"##$%"&'(�

ストレングスは､ 親密な結びつきを有する概
念であり､ より安定した精神を持つことを促す｡
Maciasら25)の研究では､ ストレングスを活用し
たケースマネジメントを受けたクライエントは､
身体および精神の全体的な健康が有意に保たれ
ていたと報告している｡ また､ 気分､ 思考の障
害が少なく､ 精神的に安定していたと報告して
いる｡

４. ストレングスの関連概念
��)*+)�

Patricia26)は､ リカバリーについて､ 一つの
過程､ 生活の仕方､ 姿勢､ 日々の課題への取り
組み方であると定義している｡ また､ 野中27)に
よれば､ ｢病気や障害のために失ったものを回
復する過程であり､ 具体的には､ 社会的役割､
自尊心､ その人の人生などである｣ としている｡
リカバリーは､ 一旦喪失したことからの回復過
程を意味している｡ リカバリーが喪失というネ
ガティブな面からの回復を意味するのに対し､
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ストレングスは､ 強みやエネルギーなどの人間
のよりポジティブな面を捉えようとしている｡

�������	

Walsh28)は､ レジリエンスを ｢過酷な人生の困
難に耐えたり､ そこから立ち直ったりする能力｣
と定義している｡ Rutter29)の定義は､ ｢深刻な危
険性にもかかわらず､ 適応的な機能を維持しよ
うとする現象から､ 深刻な状況に対する個人の
抵抗力｣ としている｡ レジリエンスは､ これま
で乗り越えてきた困難への対応を精神的な強さ
や力として認識し､ 支援に活かそうとするもの
である｡ この困難を乗り越えてきた精神的な強
さや力を支援に活かそうとする点は､ ストレン
グスと類似する｡ しかし､ レジリエンスが主に
人生の危機や困難の経験など､ 深刻な状況の経
験を前提として､ その深刻な状況を乗り越える
個人の力を表しているのに対し､ ストレングス
は危機や困難などの前提はなく､ 人間が本来潜
在的にもっているものと考えられている｡

５. ストレングスの定義
本研究の結果より､ ストレングスを以下のよ

うに定義した｡ ストレングスは､ 力の存在を信
じ､ 自分を知ることで､ 活用できるものである｡
ストレングスとは､ 【方向性】が明確で､ その
方向に進むための【エネルギー】が充実した状
態である｡ また､ 周囲との積極的な【結びつき】
を有し､ 【強み】を活かして､ 【拡張】してい
く強さのことである｡ ストレングスが活用され
ることで､ エンパワーメントが促進され､ QOL
やwell-beingの向上が期待できる｡

��� �

１. ストレングス概念の特徴
ストレングスは､ 個人の価値観を反映した概

念である｡ 人がどのような願望を抱いているの
か､ どのような目標をもっているか､ またどの
ような楽しみを有しているかは､ 人の望む生き
方や生活の方向性を決定する｡ これは､ 他人が
その人に合わせて決めたり､ 設定するものでは
なく､ 自分が自分の価値観に基づいて決めるも
のである｡ つまり､ ストレングスは､ 個人の価

値観を反映した概念であり､ ストレングスを活
用した看護援助は､ 患者の価値観を尊重し､ 患
者の自律性を育成することにもつながると考え
る｡ Beckyら20)は､ ストレングスモデルの原理と
して､ 問題よりも利用者の強みを発見し､ 引き
出すことで自律を支援すると述べている｡ 患者
の抱える病気や障害､ 問題よりもその人がもつ
強み､ つまり､ 能力や資源などに目を向けるこ
とで､ 自律支援につなげるような看護援助が期
待できる｡
また､ ストレングスは個人の中に無限に存在

するものである｡ 強みである能力は､ 現在､ 目
に見えるものだけではなく､ まだ発見されてい
ない潜在的なものも含まれている｡ 成功や失敗
を問わず､ 様々な体験から獲得される｡ 人は誕
生してから､ 様々な体験をして生活しているこ
とから､ 無限のストレングスを有しているとい
える｡ 困難に打ちひしがれ､ 力をなくし､ 様々
な支援を受けて生活している状態でも､ その支
援はその人がもつストレングスである｡ 人は皆､
他人や自然､ 社会との関わりを有しており､ そ
の関わりの中にもストレングスが存在している｡
自分の中に無限に存在しているストレングスに
自らが気づくことで､ 苦難を乗り越えることが
できると考える｡ また､ 苦難を乗り越えた体験
からストレングスが獲得され､ そのストレング
スが活用されることで､ さらに自分らしく豊か
な生活を促進できると考える｡ ストレングスは
無限に存在し､ どのような人にでも､ どういう
状態であったとしても活用できる概念であり､
看護師は患者が自らのストレングスに気づける
ように関わり､ 活用できるように支援すること
が重要と考える｡
さらに､ ストレングスは､ 人が変化を恐れず

前へ進もうとする動的な性質を有する概念であ
る｡ 人は様々な苦難にあっても､ 意味を転換す
ることで､ 変化を生み出し､ 未来への可能性を
拡げることができる｡ ストレングスの概念は､
変化を避けるというよりも､ 変化は成長のため
の可能性を提供するという信念と結び付けられ
ており､ 新たな意味づけをし､ 学び､ 成長して
いる状態である｡ ストレングスを活用すること
で､ 患者の可能性を拡げ､ 前に進むエネルギー
を充実させることができると考えられる｡
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看護領域において､ 患者自身が自らの生活や
生き方を決定し､ 自らの健康を維持､ 増進して
いくための支援は大変重要であり､ 患者のもつ
力を引き出し､ 支えていくことが求められてい
る｡ ストレングスの概念は､ 個人のもつ強さに
焦点を当て､ 個人の価値を尊重し､ エンパワー
メントを促進していこうとするもので､ 患者の
力を引き出し､ 支えていくための看護援助に有
用な概念であると考えられる｡

２. がんサバイバーへの活用
がんサバイバーは､ 集学的治療を受けており､

化学療法による治療は長期にわたるため､ 仕事
の変更を余儀なくされるなど､ これまでの社会
生活を継続できなくなることもある30)｡ 外科療
法による乳房の喪失31)32)､ 排便障害の出現33)など
は､ 喪失感やボディイメージの変容を伴うもの
である｡ このような体験は､ がんサバイバーの
自己概念を揺さぶり､ 自己価値を低下させる危
険性もある34)｡ また､ 治療がいったん終了し､
新たな生活を歩み始めても､ 常に再発や転移に
対する心配があり､ 将来に対する不安を感じや
すい35)36)｡ また､ 治療困難になった場合､ 70～
80％にがん性疼痛が出現するともいわれており､
がんサバイバーのもつ不安､ 恐怖､ 抑うつ､ ス
ピリチュアルな苦痛は､ 全人的苦痛として捉え
られている37)｡ このように､ がんサバイバーは､
がんと診断された時から､ 身体的､ 精神的､ 社
会的､ 実存的な苦痛を抱えて生活しており､ そ
の生活は苦難に満ちている｡ しかし､ 次々にも
たらされる苦難に､ がんサバイバーはエネルギー
を消耗しており､ 自分の力を活かすことが難し
い状況にもある38)｡ ストレングスは､ 個人の中
に無限に存在しており､ 自分を知り､ 力の存在
を信じることができれば､ 誰にでもどのような
苦難にあろうとも活用することが期待できる｡
ストレングスの属性には､ 【強み】や【結びつ
き】があり､ がんと診断され､ 大きな衝撃を受
けている時でも､ その人がもつ能力や資源に目
を向け､ 孤独を感じないような看護援助をする
ことで､ その人のもつストレングスを活用でき
ると考える｡ また､ ストレングスの属性である
【拡張】は､ 変化を恐れず､ 新たな意味づけを
し､ 学び､ 成長することを意味しており､ がん
とともに生きる新しい生活や生き方を見出して

いくがんサバイバーに有用であると考えられる｡
ストレングスのもつ【方向性】は､ がんサバイ
バーの進む方向性を明確にし､ 新たな自分らし
い生活や生き方を見出していくために活用でき
ると考える｡
手術を受けたがんサバイバーが､ がんと共に

生きる新しい生き方に意味を見いだすためには､
自分が何に価値をおいているのか､ 何を望んで
いるのかを考えることが重要である｡ 看護者は､
がんサバイバーが今後の方向性を明確にしてい
くことを支援するために､ がんサバイバーの価
値観を尊重しながら､ 見通しが立つような情報
を提供することが有用と考える｡ がんサバイバー
がどのような関わりの中で生活しているのかを
把握しながら､ 周りの支援が得られるように援
助することも重要である｡ また､ 手術により形
態・機能を喪失し､ 身体的､ 精神的､ 社会的な
問題に日々試行錯誤しながら取り組み､ 努力し
ているがんサバイバーに対しては､ これまでの
体験を通して､ どのような強みをもっているの
かを共に考えることで､ 気づいていないストレ
ングスを活用できると考える｡
また､ ストレングスの概念を研究に活用する

ことは､ がんサバイバーのもつ問題に焦点をあ
てた研究だけではなく､ がんサバイバーのポジ
ティブな側面を明らかにすることが期待できる｡
がんサバイバーのストレングスを明らかにする
ことで､ がんサバイバーの自律性を育成し､ が
んサバイバーがもつ力を引き出し､ 支え､ 強化
していくための看護援助が導き出されると考える｡

��� �

ストレングスの概念を分析した結果､ ５の属
性､ ２つの先行要件､ ３つの帰結が抽出された｡
ストレングスは､ 力の存在を信じ､ 自分を知る
ことで､ 活用できるものである｡ ストレングス
とは､ 【方向性】が明確で､ その方向に進むた
めの【エネルギー】が充実した状態である｡ ま
た､ 周囲との積極的な【結びつき】を有し､
【強み】を活かして､ 【拡張】していく強さの
ことである｡ ストレングスが活用されることで､
エンパワーメントが促進され､ QOLやwell-being
の向上が期待できる｡ ストレングスは､ 個人の
中に無限に存在し､ 個人の価値観を反映し､ 個
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人が変化を恐れず､ 前へと進もうとする概念で
あると考える｡ 様々な苦難を抱えるがんサバイ
バーに対して､ ストレングスは活用しやすく､
がんと共に生きる新しい生き方を意味づけ､ 前
へ向かうことを促進するためのケアにつながる
と考える｡ また､ 手術を受けたがんサバイバー
が自らの生活を再構築していく過程で､ ストレ
ングスが活用されることで､ 自らの強みを活か
しエンパワーメントが促進されると考えられ､
ストレングスはがんサバイバーに活用できる概
念と考える｡
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